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本書は、比較憲法研究の指針となるような最重要な論文を精選して集めています。収録され

るトピックスは、各国の公法の歴史研究、憲法上の権利と構成の理論的説明、多くの諸憲法に

共通する特徴の詳解、数多くの裁判管轄間の比較などです。 
第 1 巻は、「研究史」「方法論」「憲法制定」「国内の憲法における比較憲法の利用」「非自由

主義的立憲主義」の部から、第 2 巻は「違憲審査の構成－集権化 対 分権化」「強い型の審査 対 
弱い型の審査」「裁判官の選任、任期、独立」「違憲審査の方法論－均衡性とカテゴリカル分析」

「非常事態対処権限」「人間の尊厳－プライバシー、自律、関連するカテゴリー」「社会的・経

済的権利」の部から、第 3 巻は「表現の自由－政治的アドヴォカシー」「表現の自由－名誉棄

損」「表現の自由－選挙法」「表現の自由－ヘイト・スピーチと関連する話題」「宗教の権利－

国教と宗教活動の自由」「平等－実体と公式」「平等－積極的優遇／アファーマティヴ・アクシ

ョン」「妊娠中絶と生殖の自由」の部からそれぞれ構成され、編者による書き下ろしの序文も

付されます。本書は憲法研究者に不可決な論稿を体系的に集める稀有なコレクションです。是

非この機会にお揃えください。 
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